
通
信
教
育
の
名
称

実
施
者
の
名
称

代
表
者

事

務

所

の

所

在

地

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養

成
一
級
課
程
・
通
信

コ
ー
ス

学
校
法
人
サ
ン
シ
ャ

イ
ン
学
園
東
京
福
祉

保
育
専
門
学
校

中
島
ま
さ
子

東
京
都
豊
島
区
東
池
袋
四
丁
目
二
三
番
四
号

在
宅
就
業
支
援
団
体
の

名
称

変
更
前
の
在
宅
就
業
支
援

団
体
の
住
所
及
び
在
宅
就

業
障
害
者
に
係
る
業
務
を

行
う
事
業
所
の
所
在
地

変
更
後
の
在
宅
就
業
支
援

団
体
の
住
所
及
び
在
宅
就

業
障
害
者
に
係
る
業
務
を

行
う
事
業
所
の
所
在
地

変
更
年
月
日

特
定
非
営
利
活
動
法
人

札
幌
チ
ャ
レ
ン
ジ
ド

北
海
道
札
幌
市
中
央
区
北

五
条
西
六
丁
目

北
海
道
札
幌
市
北
区
北
七

条
西
六
丁
目
一
番
地
北
苑

ビ
ル
二
階

平
成
二
十
三
年
八
月
一
日

一
般
財
団
法
人
日
本
海
事
協
会
か
ら
登
録
事
項
の
変
更
の
届
出
が
あ
っ
た
件

一

`
山
事
務
所
コ
ジ
ェ
出
張
所
の
変
更

^

事
業
所
の
所
在
地
の
変
更

変
更
前

c／
o
D
a
e
w
o
o
H
e
a
v
y
In
d
u
strie

s
L
td
.,
O
k
p
o
1
,
A
jo
o
-D

o
n
g
,
K
o
je
-sh

i,
K
y
u
n
g
n
a
m

6
5
6
`
7
1
4
,
R
E
P
U
B
L
IC

O
F
K
O
R
E
A

変
更
後

c／
o

S
a
m
su
n
g

H
e
a
v
y

In
d
u
strie

s
C
o
.,
L
td
.
G
e
o
je

S
h
ip
y
a
rd

5
3
0
,
J
a
n
g
p
y
e
o
n
g
-

D
o
n
g
,
G
e
o
je
-S
i,
G
y
e
o
n
g
sa
n
g
n
a
m
-D

o
,
6
5
6
`
7
1
0
,
R
E
P
U
B
L
IC

O
F
K
O
R
E
A

_

変
更
年
月
日

平
成
二
十
三
年
九
月
十
五
日

平成™š年˜˜月™™日 火曜日 第œ�Ÿœ号官 報
〇
文
部
科
学
省
告
示
第
百
五
十
九
号

社
会
教
育
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
七
号
）
第
五
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
通
信
教
育
の
廃
止

を
平
成
二
十
三
年
十
月
六
日
付
け
で
許
可
し
た
。

平
成
二
十
三
年
十
一
月
二
十
二
日

文
部
科
学
大
臣

中
川

正
春

〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
四
百
三
十
九
号

障
害
者
の
雇
用
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
七
十
四
条
の
三
第
十
項
の
規

定
に
よ
り
、
同
条
第
一
項
の
在
宅
就
業
支
援
団
体
に
つ
い
て
、
そ
の
住
所
及
び
在
宅
就
業
障
害
者
に
係
る
業
務
を
行
う

事
業
所
の
所
在
地
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
二
十
二
項
第
二
号
の
規
定
に
基
づ
き

公
示
す
る
。

平
成
二
十
三
年
十
一
月
二
十
二
日

厚
生
労
働
大
臣

小
宮
山
洋
子

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
二
百
十
二
号

船
舶
安
全
法
（
昭
和
八
年
法
律
第
十
一
号
）
第
六
条
ノ
四
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
三
年
十
一
月
四
日

付
け
を
も
っ
て
次
の
よ
う
に
型
式
承
認
を
し
た
の
で
、
船
舶
等
型
式
承
認
規
則（
昭
和
四
十
八
年
運
輸
省
令
第
五
十
号
）

第
十
二
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

平
成
二
十
三
年
十
一
月
二
十
二
日

国
土
交
通
大
臣

前
田

武
志

型
式
承
認

番
号

物
件
の
名
称

物
件
の
型
式

製
造
者
の
名
称

製
造
者
の
住
所

第
Ｆ
`
4
7
2号

防
火
戸（
Ａ
０
級
）
Ｓ
Ｔ
Ｐ
`
Ａ
０
`
1
0
株
式
会
社
瀬
戸
興
産
愛
媛
県
松
山
市
南
吉
田
町
2
1
5
1

番
地
１

第
Ｆ
`
4
7
3号

〃
Ｓ
Ｔ
Ｓ
Ｈ
`
Ａ
０
`

1
0

〃
〃

第
Ｆ
`
4
7
4号

防
火
戸（
Ａ
6
0級
）
Ｓ
Ｔ
Ｇ
Ｔ
`
Ａ
6
0
`

1
0

〃
〃

第
Ｆ
`
4
7
5号

〃
Ｓ
Ｔ
`
Ａ
6
0
`
1
0

〃
〃

第
Ｆ
`
4
7
6号

〃
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｌ
`
Ａ
6
0
`

1
0

〃
〃

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
二
百
十
三
号

船
舶
安
全
法
（
昭
和
八
年
法
律
第
十
一
号
）
第
六
条
ノ
四
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
三
年
十
一
月
一
日

付
け
を
も
っ
て
次
の
よ
う
に
型
式
承
認
を
し
た
の
で
、
船
舶
等
型
式
承
認
規
則（
昭
和
四
十
八
年
運
輸
省
令
第
五
十
号
）

第
十
二
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

平
成
二
十
三
年
十
一
月
二
十
二
日

国
土
交
通
大
臣

前
田

武
志

型
式
承
認

番
号

物
件
の
名
称

物
件
の
型
式

製
造
者
の
名
称

製
造
者
の
住
所

第
5
0
7
0号

船
外
機
（
小
型
船

舶
用
）

６
Ａ
Ｌ

ヤ
マ
ハ
発
動
機
株
式

会
社

静
岡
県
磐
田
市
新
貝
2
5
0
0番
地

第
5
0
7
1号

〃
６
Ａ
Ｍ

〃
〃

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
二
百
十
四
号

船
舶
等
型
式
承
認
規
則
（
昭
和
四
十
八
年
運
輸
省
令
第
五
十
号
）
第
八
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
三
年
十
一

月
四
日
付
け
を
も
っ
て
次
の
よ
う
に
型
式
の
変
更
を
承
認
し
た
の
で
、
同
規
則
第
十
二
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す

る
。

平
成
二
十
三
年
十
一
月
二
十
二
日

国
土
交
通
大
臣

前
田

武
志

型
式
承
認

番
号

物
件
の
名
称

物
件
の
型
式

製
造
者
の
名
称

型
式
変
更
の
内
容

第
3
1
5
7号

小
型
船
舶
用
救
命

胴
衣
（
固
型
式
）
Ｔ
Ｋ
`
1
3Ａ
型

高
階
救
命
器
具
株
式

会
社

型
式
を
構
成
す
る
脇
紐
の
変
更

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
二
百
十
五
号

船
舶
等
型
式
承
認
規
則
（
昭
和
四
十
八
年
運
輸
省
令
第
五
十
号
）
第
八
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
三
年
十
一

月
四
日
付
け
を
も
っ
て
次
の
よ
う
に
型
式
の
変
更
を
承
認
し
た
の
で
、
同
規
則
第
十
二
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す

る
。

平
成
二
十
三
年
十
一
月
二
十
二
日

国
土
交
通
大
臣

前
田

武
志

型
式
承
認

番
号

物
件
の
名
称

物
件
の
型
式

製
造
者
の
名
称

型
式
変
更
の
内
容

第
4
5
7
0号

自
動
操
舵
装
置

（
船
首
方
位
制
御

方
式
の
も
の
）

Ｐ
Ｔ
5
0
0

横
河
電
子
機
器
株
式

会
社

型
式
を
構
成
す
る
舵
角
検
出
器

の
軸
受
け
構
造
の
変
更

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
二
百
十
六
号

船
舶
安
全
法
（
昭
和
八
年
法
律
第
十
一
号
）
第
二
十
五
条
の
七
十
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
五
条
の
五
十
の
規
定

に
基
づ
き
、
一
般
財
団
法
人
日
本
海
事
協
会
か
ら
登
録
事
項
の
変
更
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
二
十
五
条
の
七

十
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
五
条
の
六
十
二
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。

平
成
二
十
三
年
十
一
月
二
十
二
日

国
土
交
通
大
臣

前
田

武
志

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
二
千
二
百
八
十
二
号

肥
料
取
締
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
二
十
七
号
）
第
十
二
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
三
年
十
月

七
日
付
け
を
も
っ
て
次
の
よ
う
に
肥
料
の
仮
登
録
の
有
効
期
間
を
更
新
し
た
の
で
、
同
法
第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に

基
づ
き
告
示
す
る
。

平
成
二
十
三
年
十
一
月
二
十
二
日

農
林
水
産
大
臣

鹿
野

道
彦

１
仮
登
録
番
号
、
肥
料
の
名
称
並
び
に
生
産
業
者
の
名
称
及
び
住
所

仮
登
録
番
号

肥
料
の
名
称

名
称

住
所

仮
生
第
4
4
2号

搾
油
生
ご
み
肥
料

学
校
法
人
東
京
農
業

大
学

東
京
都
世
田
谷
区
桜
丘
一
丁
目
１
番
１

号
２
保
証
成
分
量
そ
の
他
の
規
格
（
肥
料
取
締
法
第
４
条
第
１
項
第
３
号
に
掲
げ
る
肥
料
に
あ
っ
て
は
、
含
有
を
許
さ

れ
る
有
害
成
分
の
最
大
量
そ
の
他
の
規
格
）

肥
料
の
名
称
ご
と
の
保
証
成
分
量
そ
の
他
の
規
格
（
肥
料
取
締
法
第
４
条
第
１
項
第
３
号
に
掲
げ
る
肥
料
に
あ
っ

て
は
、
含
有
を
許
さ
れ
る
有
害
成
分
の
最
大
量
そ
の
他
の
規
格
）
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

（「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
農
林
水
産
省
消
費
・
安
全
局
農
産
安
全
管
理
課
に
備
え
置
い

て
縦
覧
に
供
す
る
。）
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